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医療、介護のチームプレーで 1人の患者を守る一―。

山形県鶴尚市の鶴岡地区医師会が運用し、電子カルテに

よつて患者の診療情報を複数の医療関連機関で共有する

システム「Net4U」 (ネ ット・フォー・ユー)が好
評を呼んでいる。地区医師会主導で定着した 全`国初の

成功例、という電子カルテ共有システムを紹介する。

【この企画は随時、掲載します】

は
、

「在
宅
介
護
な
ど
超
高
齢

社
会
に
対
応
し
た
シ
ス
テ
ム
だ

と
思
う
。
さ
ら
に
広
が

っ
て
ほ

し
い
」と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
を
運
用
す
る
鶴

岡
地
区
医
師
会
の
遠
藤
貴
恵
さ

ん
は
、

「登
録
す
る
患
者
数
も

い
る
」
と
語
る
。

同
医
師
会
が
カ
バ
ー
す
る
診

療
圏
の
人
口
は
、
鶴
岡
市
と
三

川
町
の
約
１５
万
人
。
鶴
岡
市
立

荘
内
病
院
を
中
核
病
院
と
し
た

９５
医
療
機
関
の
う
ち
、
現
在
、

６
病
院
、
３２
診
療
所
、
２
訪
間

つ
な
が

っ
て
い
る

【
イ
ラ
ス
ト

参
照
】
。

２
０
０
２
年
１
月
に
ス
タ
ー

ト
し
て
９
年
目
。
０８
年
か
ら
独

自
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を

持

つ
荘
内
病
院
と
も
連
携
し
、

今
で
は
、
当
初
の
１０
倍
超
の
２

サ
ー
バ
ー
に
集
約
。
中
核
病
院
、

診
療
所
、
訪
間
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
が
共
有
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
医
者
同
士
が
連
携
し
て
患

者
を
見
守
る
シ
ス
テ
ム
だ
。

Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
の
機
能
は
、
所

見
や
処
方
、
診
断
名
な
ど
を
記

入
す
る
電
子
カ
ル
テ
の
作
成

。

送
信
に
加
え
て
、
他
の
医
療
機

関
へ
の
紹
介
状
や
訪
問
看
護
指

示
書
の
作
成

・
送
信
も
で
き

る
。
ま
た
、
検
査
デ
ー
タ
の
自

動
取
り
込
み
、
画
像
の
添
付
、

紹
介
状
な
ど
の
着
信
を
知
ら
せ

る
新
着
ア
ラ
ー
ト
機
能
な
ど
も

備
え
て
い
る
。

診
療
情
報
の
扱
い
に
つ
い
て

は
、
登
録
し
た
診
療
所
な
ど
と
、

そ
の
紹
介
先
で
の
み
共
有
で
き

る
仕
組
み
で
、
患
者
が
関
係
し

な
い
機
関
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
は

制
限
さ
れ
、
情
報
管
理
の
安
全

性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。

Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
の
運
用
を
リ
ー

ド
し
て
き
た
鶴
岡
地
区
医
師
会

の
三
原

一
郎
副
会
長
は
、

「さ

ら
に
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、

医
療
関
係
者
が
、
良
い
地
域
医

療
を
め
ざ
そ
う
と
い
う
理
念
を

共
有
す
る
こ
と
と
、
お
互
い
の

顔
が
見
え
る
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
確
立
が
重
要
だ
」

と
語

っ
て
い
る
。

着
実
に
増
え
、

喜
び
の
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て

在
宅
医
療
に
お
い
て

は
、
主
治
医
、
訪
間
看
護
、

訪
間
介
護
と
い

っ
た
組
織

を
超
え
た
多
職
種
に
よ
る

十
分
な
情
報
共
有
が
、
チ

―
ム
と
し
て
質
の
高
い
医

療
を
提
供
す
る
た
め
に
重

要
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
在
宅

患
者
の
主
治
医
と
訪
間
看

護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
看
護

師
の
間
で
は
、
カ
ル
テ
情

報
の
共
有
は
お
ろ
か
、
対

面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
機
会
す
ら
ほ
と
ん

ど
な
い
場
合
も
多
い
。

そ
ん
な
医
療
連
携
の
課

題
を
解
決
す
る
ツ
ー
ル
と

し
て
、
Ｉ
Ｔ
（情
報
技
術
）

を
こ
れ
ほ
ど
効
果
的
に
活

用
し
て
い
る
地
域
は
全
国

で
も
珍
し
い
。

私
が
鶴
岡
地
区
で
調
査

を
し
た
と
こ
ろ
、
Ｎ
ｅ
ｔ

４
Ｕ
を
用
い
る
こ
と
で
、

訪
間
看
護
師
か
ら
主
治
医

へ
、
血
圧

。
体
温
の
変
化

や
皮
膚
病
変
の
画
像
と
い

っ
た
多
く
の
情
報
が
タ
イ

ム
リ
ー
に
伝
わ

っ
て
お

り
、
こ
の
こ
と
が
医
師
の

的
確
な
指
示
、
迅
速
な
処

置
、
質
の
高
い
ケ
ア
に
つ

な
が

っ
て
い
た
。

訪
固
看
護
師
や
理
学
療

法
士
ら
に
と

っ
て
、
Ｎ
ｅ

ｔ
４
Ｕ
は
医
師
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
障
壁

を
下
げ
、
そ
こ
に
蓄
積
さ

れ
た
情
報
を
参
照
す
る
こ

と
で
患
者
に
対
す
る
理
解

，
知
識
が
深
ま
り
、
判
断

の
自
信
に
も
つ
な
が

っ
て

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
最

大
の
役
割
は
、

一
人

一
人

の
患
者
に
最
適
な
治
療
や

地
域
医
療
の
底
上
げ
と
い

っ
た
目
的
の
た
め
に
、
多

様
な
主
体
が
連
携
す
る
た

め
の

「場
」
を
用
意
す
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。

運
用
継
続
の
秘
訣
は
、

よ
り
使
い
勝
手
が
良
く
な

る
よ
う
改
善
を
加
え
な
が

ら
、
よ
り
多
く
の
人
が
使

え
る
よ
う
に
発
展
さ
せ
て

い
く
こ
と
で
あ
る
。
お
の

お
の
が
持
つ
能
力
を
結
合

し
、
安
心

・
安
全
で
質
の

高
い
医
療
を
実
現
し
て
い

く
取
り
組
み
が
、
各
地
に

広
が

っ
て
い
く
こ
と
に
期

待
し
て
い
る
。
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…具糊 磐弊例|
地域の医療連携に欠かせない

ツールとして定着しているNe
t4Uの 活用例と効果は以下の
通り。

<例 1>看護師が訪問看護先
のお年寄りの肌に湿疹などを発

見。患部をデジタルカメラで撮

影し、かかりつけ医の内科医に、

写真とその記録を送信。内科医

は、それらのデータを皮膚科の

専門医に送信して相談。皮膚科

の専門医が診察し、的確で迅途

な治療ができた。

<例 2>かかりつけ医が中核
病院に高度な検査を依頼する

際、これまで、①申し込み②検

査③結果の受け取リーーと 3回
の通院が必要だつたが、電子カ

ルテの共有で 1回の通院で済ん
だ。また、薬の重複投与や、飲

み合わせによる薬書の防止、重

複検査を回避することも可能に

なつた。

<例 3>通院が困難な高齢者
などに在宅ケアが必要となるケ

ースに対し、患者の診療情報を

共有することで、看護師が訪間

時の状況を報告書として医師に

郵送する必要がなく、医師側も

指示書を郵送する手間も答ける

ようになつた。

９
年
目
の
運
用
で
２
万
人
超
が
登
副
「安

心

で

き

る

」と

好

評

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、

介
護
老
人
保
健
施
設
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
、
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
、
調
剤
薬
局
の
計
４４

機
関
が
参
加
し
て
、
相
互
に
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
ん
だ
上
、
血

液
検
査
デ
ー
タ
な
ど
を
受
信
す

る
た
め
に
民
間
検
査
機
関
と
も

万
１
２
２
４
人

（０９
年
１２
月
末

現
在
）
が
登
録
し
、
こ
の
う
ち

複
数
の
医
療
機
関
で
診
療
情
報

が
共
有
さ
れ
て
い
る
患
者
は
４

６
２
４
人

（同
）
に
上
る
。

Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
の
仕
組
み
は
、

登
録
患
者
の
一診
療
情
報
を
電
子

カ
ル
テ
に
し
、
医
師
会
館
内
の

各
分
野
の
能
力
を
結
合
し
、質
の
高
い
医
療
を
　
Ｎ
‥
４

Ｕ
の
よ
う
な

１
人
の
患
者
を
町
中
の
お
医

者
さ
ん
で
見
守

っ
て
い
る
よ
う

な
安
心
感
―
―
。
好
評
の
Ｎ
ｅ

ｔ
４
Ｕ
に
つ
い
て
、
最
近
、
診

療
所
で
診
察
を
受
け
て
知

っ
た

と
い
う
本
間
英

二
さ
ん

（２９
）

民間検査機関


